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東海地方のダイズ栽培は，田畑輪換圃場において水稲－コ
ムギ－ダイズのブロックローテーションで行われることが多
い。当地においては，2000 年頃よりダイズ栽培において，
堆肥由来，すなわち家畜飼料中に混入した雑草種子が拡散
し深刻な問題となっている（浅井 2005；平岩ら 2007；徐 
2007, 2009）。その筆頭は帰化アサガオ類（Ipomoea spp.）
であるが（平岩ら 2007；徐 2007），その他にもヒロハフ
ウリンホオズキ（Physalis angulata var. angulate) ，イヌホ
オズキ（Salanum nigrum），ホソアオゲイトウ (Amaranthus 

hybridus) ，クサネム（Aeschynomene indica），アメリカツ
ノクサネム（Sesbania exaltata）等が問題となっている（徐 
2009）。アメリカツノクサネム（図 -1,2）とクサネム（図
-3,4）は，畑地と水田の両方に発生する田畑共通雑草である。

本報で紹介するアメリカツノクサネムは，熱帯アメリカ原
産のマメ科の一年生雑草で（清水ら 2001），米国南部の畑
地や乾田直播水田の主要雑草である（図 -5）。形態的にクサ
ネムに似ているが異なる点も多い。日本では 1953 年に愛媛
県松山市で発見され，本州中央部以西に散発的に発生してい
るが（清水ら 2001），実際の作物栽培圃場での発生状況つ
いてはほとんど知られていない。しかし，愛知県西三河地域
の田畑輪換圃場では水田やダイズ畑で問題となっている（徐 
2009）。本報ではアメリカツノクサネムの田畑輪換圃場での
発生と，クサネムとの形態的違いについて紹介する。

1. 畑地での発生
著者がダイズ畑でアメリカツノクサネムの大発生圃場を

最初に確認したのは，2006 年に愛知県西尾市であった ( 徐
2009)。現地の農家の話では，それよりも以前の 2000 年代
初頭より発生が見られていたとのことである。その後，愛知
県安城市や三重県鈴鹿市でも発生を確認している。当地のブ
ロックローテーションでは，6 月中・下旬にコムギが収穫さ
れる。コムギ収穫後，刈跡では非選択性茎葉処理除草剤が散

布され，コムギの刈株および発生中の雑草が枯殺された後，
整地されダイズが播種される（徐 2014）。特に，耕作規模
の大きい農業法人やオペレーター（農作業受託農家）では，
播種期間が長くなり 8 月上旬に及ぶこともある。ダイズ栽培
では，クサネムやアメリカツノクサネムは，ダイズの出芽と
ほぼ同時期に出芽する（図 -7,14,15）。同一圃場で両者が発
生することも多い。また，両者とも畑地条件下では地際から
上部の茎部からの不定根の発生は見られない（図 -18,19）。
愛知県西尾市，安城市，三重県鈴鹿市のアメリカツノクサネ
ム多発生圃場では，後述するように，アメリカアサガオ等の
帰化アサガオ類やヒロハフウリンホオズキも同時に多発生し
ている（図 -7,9）。従って，これらの圃場への侵入はアメリ
カツノクサネムだけが単独で侵入してきたのではなく，他の
雑草種と共に家畜飼料を通して圃場に散布されたものと考え
られる。

アメリカツノクサネムは草高が 2m 近くと大型で（図
-1），ダイズの生育を阻害する。また，茎基部は太く木質化
し硬いため（図 -18），この状態でのコンバインでの収穫と
なると，収穫しづらいだけでなく，コンバインの刃も傷め
る。さらに，これらの種が収穫物（豆）中に混入すること
もある。このため，収穫前には手で 1 本 1 本引き抜かれる。
茎は硬いが畑地では比較的容易に抜き取ることができる（図
-11,12）。種子散布前に除草を行うことは，シードバンクの
形成を防ぐ意味からも極めて重要である。

2．水田での発生
クサネムとアメリカツノクサネムは，両種とも水田でも発

生してくる。クサネムの場合，代掻きの際に種子が浮遊して
着床したものや，田面の露出部分からの発生，さらには中干
期となった畑地条件下での発生等である。また，乾田直播の
入水前に発生したもので防除しきれなかったものもある。一
方，アメリカツノクサネムの発生についてもクサネムとほぼ
同様であるが，アメリカツノクサネムの場合は種子が浮遊し
着床することはないので，基本的には土中からのみの発生で
ある。

前述したように，両者とも畑地条件では空中茎部よりは不
定根は発生しないが，水田で生育すると水中茎部より不定根
が発生してくる。ただし，クサネム（図 -20）は水中茎部か
ら放射状に細い不定根を多数発生するのに対し，アメリカツ
ノクサネム（図 -21,22）はスポンジ状の太い不定根が数本
発生し，それから二次根が発生する。このような水中茎部か
らの不定根の発生は，帰化アサガオ類やアメリカセンダング
サでも見られ（徐 2008, 2011），本来，畑地雑草のこれら
が湛水条件で生存するために水中溶存酸素をより多く吸収す
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るための適応反応と考えられる（徐 2011）。また，アメリ
カツノクサネムでは茎の地際茎部・不定根・根粒にスポンジ
状の肥大組織（二次通気組織）が形成されている。これによ
り，湿生植物と同様に地上部から地下部組織まで連続した通
気系が形成され，通気組織は大気中の酸素を取り込み，湛水
下の根や根粒へ供給し湛水下でも生育できるのである（島村 
2010）。これは，耐湿性植物のアメリカツノクサネム等の
セスバニアの大きな特徴である（島村 2010）。ダイズでも，
耐水性品種は湛水条件下で茎部・根・根粒に二次通気組織が
発達する（島村 2003）。いずれにしても，湛水条件での不
定根の発生や二次通気組織の発達は，畑地雑草が湛水条件下
で生存するための適応反応であると考えられる。

水田でのクサネムやアメリカツノクサネムの草高が高く
なってからの除草は，手除草である。一般的には作業がしや
くすなった落水後の水稲収穫前に行われる。前述したよう
に，両種は水中茎部から不定根を発生するため土壌表層に根
が這っている。これを引き抜くとなると，同時に根部周辺の
多量の土壌も付着してくるため，その土壌の処理も必要とな
る。このため，除草としては，鎌で株を刈る，または，株の
周辺部の土壌に切れ目を入れ引き抜き，引き抜いた後に土壌
付着部分を切り落としている。この作業は，1 本ごとに行わ
なければならない。多発生となると重労働となる。

終わりに
2010 年のダイズ栽培でアメリカツノクサネムが多発した

圃場における，その後の発生状況は，2011 年の水稲栽培
（図 -6），2012 年（図 -7）と 2013 年のダイズ栽培，そして
2014 年の水稲栽培（図 -8），さらに 2015 年 6 月下旬時点
のコムギ刈跡（図 -9）のいずれの場合でも，アメリカツノ
クサネムは多発生であった。特に，水稲栽培翌年のダイズ栽
培となった 2012 年，また，同じくコムギ刈跡の 2015 年（6
月下旬）では，アメリカツノクサネムの他，アメリカアサガオ，
ヒロハフウリンホオズキも多発した（図 -7,9）。このことは，
１シーズンの水稲栽培に伴う湛水条件は，これらの種子の死
滅には貢献しないということである。このため，田畑輪換圃
場で水稲を取り入れた輪作体系のダイズ栽培では，これらは
常に発生してくるのである。アメリカツノクサネムは，クサ
ネムのようには全国的に拡散していないようである。拡散防

止の観点からも，発生が見られたらすばやく除草する必用が
ある。

ただし，愛知県や三重県などでは，夏作物の水稲とダイズ
の 2 作物で 100ha 近くを栽培する農業法人やオペレーター

（農作業受託農家）がおり，除草までは手が回らずに収穫と
なっていることもある（図 -10）。このような場合，大量の
種子が散布されシードバンクを大きくし，問題をさらに大き
くするというジレンマもある。今後，農家の集約化が進み，
農業法人やオペレーター個々の経営規模の拡大が予想される
中，雑草問題は今よりもさらに深刻化する懸念がある。この
ための対策が必要である。また，雑草問題は単に圃場内だけ
の問題だけではなく，圃場外の畦畔や農道の雑草防除も合わ
せて総合的に考えなければならない問題である。
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図 -1　ダイズ畑のアメリカツノクサネム
（2007年 9月上旬，愛知県西尾市）

図 -2　水田中のアメリカツノクサネム
（2011年 9月中旬，愛知県安城市）

図 -3　ダイズ畑のクサネム（2006 年 9 月
上旬，愛知県安城市）

図 -4　水田中のクサネム（2011年9月中旬，
愛知県安城市）

図 -5　アメリカ南部の水稲乾田直播田のア
メリカツノクサネム（2013 年 6 月
中旬，米国ルイジアナ州）

図-6　輪作体系の水稲栽培でのアメリカツノク
サネムの多発生（2011年9月中旬，愛
知県安城市）注）図-6〜9は同一圃場

図-7　輪作体系の水稲栽培翌年のダイズ栽培での
アメリカツノクサネム，アメリカアサガオ，
ヒロハフウリンホオズキ等の同時多発生
（2012年8月上旬，愛知県安城市）．

図 -8　輪作体系の水稲栽培でのアメリカツ
ノクサネムの多発生（2014 年 9 月
上旬，愛知県安城市）

図-9　輪作体系の水稲栽培翌年のコムギ刈跡での
アメリカツノクサネム，アメリカアサガオ，
ヒロハフウリンホオズキ等の同時多発生
（2015年6月上旬，愛知県安城市）．

図 -10　アメリカツノクサネムを放置した
ままのダイズ収穫前圃場（2010 年
12月下旬，愛知県安城市）．

図 -11　ダイズ圃場から引き抜かれたアメリ
カツノクサネム（2007年 9月中旬，
愛知県西尾市）注）図 -1の圃場から
引き抜かれたアメリカツノクサネム。

図 -12　アメリカツノクサネムが引き抜かれ
た後の圃場（2007 年 10 月中旬，
愛知県西尾市）注）図 -1 の引き抜
かれた後の圃場全景。
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図 -1　ダイズ畑のアメリカツノクサネム
（2007年 9月上旬，愛知県西尾市）

図 -2　水田中のアメリカツノクサネム
（2011年 9月中旬，愛知県安城市）

図 -3　ダイズ畑のクサネム（2006 年 9 月
上旬，愛知県安城市）

図 -4　水田中のクサネム（2011年9月中旬，
愛知県安城市）

図 -5　アメリカ南部の水稲乾田直播田のア
メリカツノクサネム（2013 年 6 月
中旬，米国ルイジアナ州）

図-6　輪作体系の水稲栽培でのアメリカツノク
サネムの多発生（2011年9月中旬，愛
知県安城市）注）図-6〜9は同一圃場

図-7　輪作体系の水稲栽培翌年のダイズ栽培での
アメリカツノクサネム，アメリカアサガオ，
ヒロハフウリンホオズキ等の同時多発生
（2012年8月上旬，愛知県安城市）．

図 -8　輪作体系の水稲栽培でのアメリカツ
ノクサネムの多発生（2014 年 9 月
上旬，愛知県安城市）

図-9　輪作体系の水稲栽培翌年のコムギ刈跡での
アメリカツノクサネム，アメリカアサガオ，
ヒロハフウリンホオズキ等の同時多発生
（2015年6月上旬，愛知県安城市）．

図 -10　アメリカツノクサネムを放置した
ままのダイズ収穫前圃場（2010 年
12月下旬，愛知県安城市）．

図 -11　ダイズ圃場から引き抜かれたアメリ
カツノクサネム（2007年 9月中旬，
愛知県西尾市）注）図 -1の圃場から
引き抜かれたアメリカツノクサネム。

図 -12　アメリカツノクサネムが引き抜かれ
た後の圃場（2007 年 10 月中旬，
愛知県西尾市）注）図 -1 の引き抜
かれた後の圃場全景。
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図 -13　アメリカツノクサネム（左5個）と
クサネム（右5個）の種子

図 -21　水田で成長したアメリカツノクサネ
ムの水中茎部と不定根（2011 年 9
月中旬，愛知県安城市）

図 -14　発生初期のアメリカツノクサネム
（2009年 8月中旬，愛知県西尾市）

図-22　アメリカツノクサネムの水中のスポンジ状
部分を剥ぎ取った根部（2011年9月中旬，
愛知県安城市）注）根の中心部の周りにス
ポンジ状が発達しているのがわかる。

図 -15　発生初期のクサネム（2009年 8月
中旬，愛知県西尾市）

図 -20　水田で成長したクサネムの水中茎部
と不定根（2007年 9月下旬，愛知
県安城市）

図-16　アメリカツノクサネムの茎中央部の横断面と縦断面（2007年8月中旬，愛知県西尾市）

図-18　ダイズ畑で成長したアメリカツノクサネムの茎下部（2011年11月上旬，愛知県安城市）

図-17　クサネムの茎中央部の横断面と縦断面（2007年8月中旬，愛知県西尾市）

図-19　ダイズ畑で成長したクサネムの茎下部（2007年9月中旬，愛知県西尾市）

アメリカツノクサネムとクサネムの形態的違い（見分け方）
クサネムの草高は 1.2m 程度であるが、

アメリカツノクサネムは大型で 2m 程度
になる。両者は，形態的に似ているが，
以下のような違いがある。

①種子は，クサネムはやや楕円形でく
びれがあり，表面はチョコレート色で滑
らかである。一方，アメリカツノクサネ
ムは角が丸みを帯びた四角形に近い楕円
形で，表面には模様があり，ざらついて
いる（清水ら 2001, 図 -13）。

②子葉の次に発生する第 1 葉は，アメ
リカツノクサネム（図 -14）は単葉である

のに対し，クサネム（図 -15）は複葉であ
る（Webster and Levy 2009）。

③アメリカツノクサネムは中空ではあ
るが，薄い横隔膜で仕切られている（徐　
未発表，図 -16）。一方，クサネムの茎は
中空であり横隔膜による仕切はない（沼
田・吉沢 1983，図 -17）。

④クサネムとアメリカツノクサネムは
花色が異なる（Webster and Levy 2009）。
クサネムの色は淡く薄い黄色で，旗弁の基
部に赤褐色の斑点がある（図 -3）。一方，
アメリカツノクサネムは山吹色で，旗弁の

基部には斑点はない（図 -2）。
⑤ ア メ リ カ ツ ノ ク サ ネ ム の 莢 果 は

20cm 程度で（図 -2，Webster and Levy 
2009；清水ら 2001），成熟しても小節
果は切れることはなく，莢が縦に裂け中
から種子が落下する。クサネムの莢果は
長さが 10cm 程度。種子が１個入ってい
る小節果は，種子が成熟すると各々切れ
落下する（図 -3, 4，沼田・吉沢 1978、
Webster and Levy 2009）。

そ の 他 に も 違 い が あ る が（ 清 水 ら
2001），本報では割愛する。


